
○
「
有
」
と
回
答
し
た
う
ち
　
　

　
・
男
女
一
緒
に
実
施
の
地
区
21

　
・
男
女
別
日
に
実
施
の
地
区
２

　
・
男
性
の
み
で
実
施
の
地
区
３

　
・
男
女
い
ず
れ
か
１
名
の

　   

出
席
で
実
施
の
地
区
　 

１

○
「
無
」
と
回
答
し
た
う
ち

　
・
年
末
～
年
始
に
別
の
行
事
を

　
　
実
施
し
て
い
る
地
区    

２

２
　
日
　
時

　
①
月
日
と
時
間
帯

　
・
１
月
１
日
（
木
）

　
　
　
午
前                         

５

　
　
　
午
前
～
午
後
　
　
　   

２

　
　
　
午
後                         

12

　
・
１
月
３
日
（
土
）

　
　
　
午
前
～
午
後
　
　
　   

１

　
・
１
月
４
日
（
日
）

　
　
　
午
前
～
午
後
　
　
　   

２

　
・
１
月
18
日
　（
日
）　
　
　
　

　
　
　
午
前
～
午
後
　
　
　   

３

　
　
　
午
後                         

１

　
・
１
月
25
日
（
日
）　

　
　
　
午
前
～
午
後
　
　
　   
１

（
・
女
性
の
新
年
会
　
未
定   
２
）

　
②
か
け
る
時
間

　
・
１
時
間
以
内
　
　
　
　
　
７

　
・
１
～
２
時
間
　
　
　
　
　
13

　
・
２
～
３
時
間
　
　
　
　
　
１

　
・
３
時
間
以
上
　
　
　
　
　
４

　
・
不
　
明
　
　
　
　
　
　
　
２

３
　
場
　
所

　
・
常
会
の
公
民
館
　
　
　
　
９

　
・
町
会
の
公
民
館
　
　
　
　
８

　
・
料
理
屋
　
　
　
　
　
　
　
３

　
・
旅
館
・
ホ
テ
ル
　
　
　
　
３

　
・
集
落
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
２

　
・
作
業
所
　
　
　
　
　
　
　
１

　
・
寺
　
院
　
　
　
　
　
　
　
１

４
　
会
　
費

　
・
１
円
～
千
円
　
　
　
　
　
９

　
・
千
１
円
～
２
千
円
　
　
　
４

　
・
４
千
１
円
～
５
千
円
　
　
３

　
・
５
千
１
円
以
上
　
　
　
　
３

　
・
不
　
明
　
　
　
　
　
　
　
８

＊
「
不
明
」
の
う
ち
３
件
は
、
全

　
体
で
の
経
費
が
、
そ
れ
ぞ
れ
　

　
８
千
円
、
２
万
円
、
２
万
８
千

　
円
で
あ
る
。

＊
会
費
の
出
ど
こ
ろ

　
・
常
（
町
）
会
費
か
ら
　
　
16

　
・
参
加
者
か
ら
の
集
金
　
　
２

　
・
出
席
者
か
ら
の
集
金
と

　
　
常
（
町
）
会
費
の
補
助    

２

　
・
不
　
明
　
　
　
　
　
　
　
７

５
　
内
容
・
感
想

　
①
酒
類
・
ジ
ュ
ー
ス
類
、
乾
物
、

　
　
ミ
カ
ン
等
が
多
い
。

　
　
オ
ー
ド
ブ
ル
、
刺
身
、
弁
当

　
　
寿
司
、漬
物
等
も
少
数
あ
る
。

　
②
新
年
の
挨
拶
、
親
睦
を
図
る

　
　
こ
と
を
目
的
と
す
る
所
が
多

　
　
い
が
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

　
昨
年
12
月
21
日
（
日
）
に
西
原

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
事
前

申
込
不
要
、
自
由
参
加
の
行
事
で

す
。
町
会
役
員
が
見
守
る
中
、
希

望
者
は
列
に
並
ん
で
も
ち
つ
き
を

行
い
ま
す
。
子
ど
も
用
の
小
さ
な

杵
臼
に
は
多
く
の
親
子
が
並
び
ま

す
。
子
ど
も
が
も
ち
つ
き
す
る
姿

を
記
念
撮
影
す
る
姿
も
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
事
前
に
、
も
ち
つ
き
機

も
稼
働
し
、
つ
い
た
お
も
ち
は
、

ま
る
め
て
ご
ま
味
と
き
な
こ
味
を

つ
け
て
パ
ッ
ク
に
詰
め
ら
れ
、
一

人
１
パ
ッ
ク
ず
つ
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
前
は
、
1
月
7
日
に
善
光
寺

三
尊
の
御
開
帳
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
は
諸
事
情
に
よ
り
、

正
月
三
が
日
を
除
く
第
一
土
、
日

曜
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
時
に
ダ
ル
マ
講
と
厄
除
け

祈
願
、
福
ア
メ
・
縁
起
物
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
参
道

の
両
側
に
露
店
が
並
び
き
れ
な
い

程
あ
り
、
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
区
民
一
同

参
拝
者
の
幸
せ
を
祈
っ
て
、
他
町

会
の
皆
様
の
お
出
掛
け
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

境
　
宮
島 

恵
美
子

　
館
報
編
集
委
員
会
で
は
、
各
町

会
で
行
わ
れ
て
い
る
新
年
会
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○  

依
頼
数
36
　
○
回
答
数
31

○  

回
収
率
86
％

１
　
新
年
会
の
有
無

　

 

①
有

　
　
２
町
会
+

25
常
会
（
87
・
１
％
）

　
②
無

　
　
２
町
会
+
２
常
会
（
12
・
９
％
）

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
行
っ

て
い
る
行
事
と
し
て
、
新
年
会
以

外
に
も
次
の
よ
う
な
行
事
が
あ
り

ま
す
。

　
も
話
題
に
す
る
所
も
あ
る
。

③
出
席
率
は
30
％
～
１
０
０
％
と

　
幅
が
あ
る
が
、
70
～
80
％
く
ら

　
い
が
多
い
。

④
意
見
・
感
想
等

　
・
常
会
行
事
と
し
て
定
着
し
、

　
　
皆
が
楽
し
み
に
参
加
し
て
い

　
　
る
。

　
・
メ
ン
バ
ー
が
あ
ま
り
変
わ
ら

　
　
な
い
。
若
い
人
や
新
し
い
人

　
　
に
出
席
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
・
女
性
の
出
席
は
皆
無
。

　
今
年
１
月
３
日
（
土
）
に
西
原

公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

事
前
申
込
要
、
会
費
１
世
帯
に
つ

き
５
百
円
（
１
世
帯
何
名
参
加
で

も
可
、西
原
書
道
教
室
生
は
無
料
）。

主
に
、
小
中
学
校
の
宿
題
の
書
き

初
め
の
た
め
の
教
室
で
す
。
参
加

人
数
は
30
名
程
度
、
小
学
生
が
ほ

と
ん
ど
で
、
中
学
生
は
３
名
程
。

書
道
教
室
生
と
、
西
原
地
区
の
回

覧
で
集
ま
っ
た
子
ど
も
が
半
々
の

割
合
で
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を

一
面
に
敷
い
た
上
で
、
皆
で
の
び

の
び
と
書
き
初
め
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
こ
の
会
へ
の
参
加
を
き
っ

か
け
に
、
教
室
に
通
い
始
め
る
お

子
さ
ん
も
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
西
原
　
丸
山 

絵
理

和田地区新年祝賀会（1月1日）
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私
は
、
高
校
卒
業
後
に
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
る
精
密

減
速
機
を
製
造
す
る
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。
当
初
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
の
厳
し
さ
や
お
金
を
稼

ぐ
こ
と
の
大
変
さ
を
、
改
め
て
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
私
も
今
年
成
人
を
迎

え
、
四
月
に
は
入
社
三
年
目
に
な

り
ま
す
。
私
な
り
に
学
生
気
分
も

抜
け
、
仕
事
中
心
の
生
活
に
馴
染

ん
で
い
る
気
が
し
ま
す
。
仕
事
は

大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
一

つ
一
つ
の
作
業
が
終
わ
っ
た
後
の

達
成
感
は
大
き
く
、
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。

　
成
人
は
、
長
い
人
生
の
一
つ

の
通
過
点
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
社
会
的
に
も
大
人
と
し
て
扱

わ
れ
、
甘
え
は
ま
す
ま
す
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
に
、
原
点
に

立
ち
返
り
、
任
さ
れ
た
仕
事
を
着

実
に
こ
な
し
、
私
生
活
に
お
い
て

も
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
と
れ
る

よ
う
、
気
合
い
を
入
れ
て
日
々
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
時
が
経
つ
の
は
早
く
、
小
学
四

年
生
の
時
に
行
わ
れ
た
二
分
の
一

成
人
式
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
十

年
後
の
こ
と
な
ど
想
像
も
で
き

ず
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
だ
二
十
歳
で
は

な
く
、
も
う
二
十
歳
だ
と
考
え
、

何
十
年
も
先
の
こ
と
は
誰
に
も
わ

か
ら
な
い
の
で
、
ま
ず
は
三
十
歳

ま
で
の
十
年
間
を
大
切
に
、
好
き

な
お
酒
も
ほ
ど
ほ
ど
に
し
て
、
毎

日
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

南
和
田
　
山
腰 

昇

　
2
月
11
日
、
和
田
公
民
館
に

て
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
楽
団
ケ
・
セ
ラ
は
知
的
障

害
の
あ
る
方
達
が
、
音
楽
を
仕
事

と
し
て
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
楽
器
を
分
担
し
、
一
所

懸
命
し
っ
か
り
と
演
奏
さ
れ
、
素

晴
ら
し
さ
と
楽
し
さ
で
会
場
全
体

が
一
つ
に
な
り
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
と
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
ど
の
演
奏
も
素
敵
で
し
た

が
、特
に「
G
線
上
の
ア
リ
ア
」「
ふ

る
里
」
は
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し

ま
し
た
。
難
し
い
曲
も
先
生
と
生

徒
さ
ん
の
情
熱
と
努
力
と
根
気
で

立
派
な
演
奏
が
生
ま
れ
、
人
の
心

に
響
い
て
く
る
も
の
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
心
の
栄
養
、
そ
し
て
、
感
動
を

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
和
田
　
青
柳 

成
子

１
　
イ
　
13
世
紀
の
半
ば
、
鎌
倉

　
幕
府
の
公
文
書
に
「
和
田
郷
」

　
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
最
初
の

　
地
名
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
和
田
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
諸

　
説
あ
り
ま
す
が
、
代
表
的
な
も

　
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が

　
あ
り
ま
す
。

・
曲
が
っ
て
い
る
田
、
輪
の
よ
う

　
な
地
形
の
田
、
丸
田
か
ら
き
て

　
い
る
地
名
。

・
田
園
の
開
発
に
よ
っ
て
実
り
の

　
多
い
良
田
が
で
き
た
所
に
つ
い

　
た
「
よ
い
田
」
の
意
味
を
持
つ

　
地
名
。

・
ワ
タ
（
ワ
ダ
）
は
、
も
と
も
と

　
朝
鮮
語
の
海
（
パ
タ
）
で
、
古

　
代
に
は
朝
鮮
半
島
南
部
や
北
九

　
州
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
海
人

　
族
が
、各
地
に
移
り
住
ん
で
作
っ

　
た
集
落
に
つ
い
た
地
名
。

　
こ
こ
「
和
田
」
は
ど
の
説
だ
と

思
い
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
別
の

説
？

２
　
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
　
と
い
い
ま
す
。

　「
バ
ラ
の
花
模
様
を
し
た
葉
」
と

い
う
意
味
で
す
。
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
は

刈
り
取
ら
れ
て
も
、
根
に
蓄
え
て

あ
る
養
分
で
速
や
か
に
地
上
部
を

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※「
物
知
り
ク
イ
ズ
」の
出
題
と「
和

田
歌
碑
公
園
の
碑
」
は
休
み
ま
す
。

　
副
委
員
長
と
し
て
二
年
間
、
館

報
編
集
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
私
は
今
回
で
卒
業
と
な
り
ま

す
。
取
材
を
兼
ね
て
、
和
田
公
民
館

主
催
の
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
り
、
記
事
を
書
い
た
り
、
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
と
う
ざ
い
ま
し
た
。

西
原
　
丸
山 

絵
理

　
２
月
22
日
（
日
）
に
、
第
40
回

和
田
地
区
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
最
高
気
温
が
12
度
程

で
、
プ
レ
ー
し
や
す
い
環
境
と
な

り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
な

が
ら
も
真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
　

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
大
切
な
目
的

の
ひ
と
つ
が
住
民
相
互
の
親
睦
で

す
。
町
会
内
の
結
束
は
深
ま
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
A
（
35
歳
以
下
）

　
優
　
勝
　
殿

　
準
優
勝
　
中
　

　
三
　
位
　
境

● 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
B
（
36
歳
以
上
）

　
優
　
勝
　
殿

　
準
優
勝
　
南
和
田

　
三
　
位
　
中

● 

卓
球
（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
）

　
優
　
勝
　
西
原

　
準
優
勝
　
殿

　
三
　
位
　
和
田
町
　

ナイスプレーが続いたバレーボール（左）
卓球（右）
試合の合間には、敵・味方で談笑も
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